
医療提供体制（フランス）



外来診療
• 外来診療（Primary care）

・フランスにはおよそ100,000人の一般開業医（GP）と120,000人の専門医がいる。

また医師の約59%がフルタイムまたはパートタイムで自営業を行なっている。

・GPの50％以上、主に若い医師がグループ診療を行なっていて、平均的な診療は2〜3

人の医師で構成されている。また診療の75%は医師だけで構成されている。

・16歳以上の人のための自主的なゲートキーパー機能があり、人口の約95%がゲート

キーパーとしてGPを選択している。

・2018年のGP料金は、1回の診察につき25ユーロであった。（日本で約3,200円）

・専門医による外来診療（Outpatient specialist care）

・外来専門医の約36%は、オフィスや私立診療所のいずれかで自営業であり、サービス

料ベースで支払われる。

・紹介のある患者は専門医の中から選ぶことができるが、ゲートキーパーからの紹介

なしに専門医に診てもらうと、法定健康保険の範囲が狭くなってしまう。



病院診療と長期ケア

• 病院診療

・病院の65％が公的所有であり、民間の営利施設が25％を占め、残りは民間の非営利施設が占めて

います。

・全ての病院は診断関連グループ(DRG)システムを通し公的医療保険によって払い戻される。全て

の入院患者、外来患者の入院に適用され、公立及び非営利病院の全ての医療サービス、医師の給

与をカバー。

・病院はDRGによって特定の高価で革新的な薬剤や機器の払い戻しを受ける。

・公的病院は公的医療保険(80%)から資金提供され、残りの収入は任意保険と患者からの直接支払い。

・長期ケア

・施設での医療費は公的医療保険が負担し、住宅費は家族負担。これらの自己負担額の一部は民間保険

でカバーされ、病院での終末期ケアは完全にカバーされる。住宅でのケアは主に開業医によって提供

され、程度は少ないが地域介護サービスによって提供。

出典：International Profiles of Health Care Systems 2020



医療従事者数と医療機関

2000年 2010年 2018年

医師数（人口千対） 3.02 3.04 3.14

歯科医師数（人口千
対）

0.7 0.67 0.63

看護師数（人口千
対）

データなし データなし データなし

病院数（人口百万
体）

51.35 41.76 45.33



病床数

2000年 2010年 2018年

病床数（人口千
対）

7.97 6.43 5.9

A.総病床数 484279 416710 395670

B.公立病院の病床
数

317782 260642 243417

公立病院の病床数
割合B/A

65.6％ 62.5％ 61.5％



医療機関へのアクセス

2000年 2010年 2018年

平均通院回数（医科）
Doctors consultations 6.9 6.7 5.9

平均通院回数（歯科）
Dentists consultations 1.6 1.7 1.3

平均在院日数
Inpatient Care ALOS 10.7 10.2 8.8

急性期平均在院日数
Curative Care ALOS 5.6 5.8 5.4

白内障手術の平均待機日数 データなし データなし データなし

ALOS: Average Length of Stay



高額医療機器

2000年 2010年 直近年

CT台数（百万対） 7.01 11.82 18.17(‘19)

CT検査数（千対） ー 145.6 199(‘19)

MRI台数（百万対） 1.65 6.96 15.38(‘19)

MRI検査数（千対） ー 60.2 123.1(‘19)



医療提供体制のまとめ
• 外来診療（Primary care と Outpatient specialist care）

・医師の約59%がフルタイムまたはパートタイムで自営業を行なう。
・自主的なゲートキーパー機能があり、人口の約95%がゲートキーパーとし

て一般開業医を選択している。

• 病院診療
・病院の65％が公的所有、民間の営利施設が25％、残りは民間の非営利施設

が占めている。

• 長期ケア（Long-term care)
・施設での医療費は公的医療保険が負担、住宅費は家族負担。自己負担額の

一部は民間保険でカバー、病院での終末期ケアは完全にカバーされる。

• 医療提供体制に関するデータ
・人口当たりの医師・歯科医師数は、ほぼ横ばい
・立病院の病床数が全病床数に占める割合は減少傾向
・平均通院回数、平均在院日数ともに減少傾向
・人口当たりの高額医療機器（CT・MRI）の台数は増加傾向。
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